（参考）概算要求に関する関係者からのコメント（沿線市長）
橋本あわら市長
・あわら市では、新幹線開業に向けたアクセス道路の一部区間などＪＲ芦原温泉駅周辺の整備を進めており、これが停滞することがないよう一日も早く認可を出していただきたい。
東村福井市長
・昨年の１２月の「整備新幹線問題検討会議」以来、今夏には北陸新幹線の整備方針が出されるものと期待していたが、未だ方針が出されていないことは誠に遺憾である。
・本日の予算概算要求概要において、「未着工の区間については、検討結果を踏まえ、適切に対応する」とされているが、１日も早い方針、敦賀までの認可決定と、平成22年度予算で計上してある留保分の執行および平成２３年度での予算計上をお願いしたい。
奈良越前市長
・今回の国の決定については、誠に残念としか言いようがない。
・これまで国は、未着工区間の優先着工について、遅くとも夏の概算要求までには結論を出すと言い続けてきたことから、白山総合車両基地・敦賀間の早期認可・着工に向け、県を中心に積極的な要請活動を展開してきたところであり、これ以上の結論の先延ばしは決して許されるものではない。
・このようなことが続けば、北陸３県の中で福井県だけが取り残されることになり、地域間格差がますます広がるばかりか、越前市においても、北陸新幹線「南越駅」を中心とする周辺整備など、計画的なまちづくりに大きな影響を及ぼすものと考える。
・平成２２年度政府予算では、新規着工が決定した場合の留保分として９０億円確保されているが、この使途についてもまだ決定されていない。国においては、スピード感をもって早急に整備方針を決定すべきであり、今後も引き続き、北陸新幹線を最優先に整備するよう、越前市としても、県をはじめ関係機関とともに強く訴えていきたい。
河瀬敦賀市長
・北陸新幹線について、本日発表された来年度概算要求には、「新規着工」に関し、明記されなかったことは、誠に遺憾である。
・日本海国土軸の形成に必要不可欠であり、東海道新幹線の代替補完機能の確保等、災害時など国土計画上の観点からも重要な国家プロジェクトである北陸新幹線は、国の責任として、最優先に整備が図られるべきものである。
　
・また、既に本市では、恒久的な発展及び賑わいづくりを目指し、敦賀駅舎の改築を含め、駅周辺の整備事業に着手しているが、北陸新幹線の早期整備は、当該整備事業だけに留まらず、まちづくりの方向性を大きく左右するものと考えている。
　
・今後の予算編成に向け、敦賀までの新規着工について、一日も早く確実に明示していただくよう強く期待する。

